
E113-P017 会場: ポスター会場 時間: 5月 19日

琉球海溝表層堆積物に分布する磁性粒子の特徴

Rock magnetic characteristics of marine sediments from the east of the Okinawa Island
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　琉球海溝は沖縄島東方沖合および北太平洋の西端に位置する．この海域の海洋地質及び海洋環境の調査のため，海
底表層の堆積物が第二白嶺丸GH08航海によって採取された．我々は，岩石磁気特性の結果から堆積物中の磁性鉱物量，
種類，粒径を基に沖縄本島東方の堆積環境の調査を試みた．本研究の測定試料は，船上において 6.7ccのプラスチック
キューブにて採取され，磁化率 (χ)，非履歴性残留磁化 (ARM)，等温残留磁化 (IRM) の測定が行なわれた．また強磁性
鉱物を同定する為に，低温磁気特性の測定も行なわれた．低温磁気特性の結果からは，磁鉄鉱のフェルベー点と思われる
100Kにおいて残留磁化強度が減少することが示された．また試料中の強磁性鉱物の割合を反映する S－ 0.3Tというパ
ラメータは，沖合で比較的高い値を示し，沿岸域では低い値となった．この結果は，沿岸域で高保磁力の強磁性鉱物（例
えば赤鉄鉱や針鉄鉱）の相対量が多いことを示唆する．試料中の強磁性鉱物量を表すパラメータχ,χ ARM, IRM2.5T
は，沖合よりも沿岸域において比較的低い値を示した．水深 2300mより浅い沿岸域に近いところでは中粒-細粒の堆積粒
子（有孔虫遺骸など）が分布しており，有孔虫遺骸といった非磁性の粒子によって，強磁性鉱物量が希釈された為と考
える．


